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１ 学習の目標 

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報や考えなどを的確に理

解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養うことを目標とします。 

２ 学習の内容 

学期 単元・項目 学習の内容 備考 

第 

１ 

学 

期 

Lesson1 ＃Share Your World 
 
 
 
Lesson2 I Was Drinking Chocolate! 
  
 
Lesson3 Inspiration On the Ice 
  

・自分たちの身近なSNSでできることを理解し、
それについて話す。 

  動詞の現在形・過去形・未来形 
  助動詞＋動詞の原形 
・チョコレートに関する対話の内容を理解し、好
きな食べ物について話す。 

  進行形・不定詞・動名詞 
・羽生選手のスケート人生を理解し、けがをした
時の気持ちを表現する。 

  S＋V＋O（＝That節）・現在完了形 
  受け身 

 
 
 
 
 

中間考査 
 

 
 

期末考査 

第 

２ 

学 

期 

Lesson4 Esports’Time Has Arrived 
   
 
 
 
Lesson5 Mansai,Kyogen Performer 
  
 
 
 
Lesson6 In this Corner of the World 
  
 
 
 
 
 
Lesson7 Should Stores Stay Open for 24 
Hours? 

  

・e スポーツの発展について理解し、e スポーツ
の経験について話す。 

  比較(比較・最上級) 
  S＋V＋O‐to不定詞 
 
・野村萬斎さんの活躍を理解し、映画やテレビで
の活躍について書く。 
現在分詞・過去分詞 

 It is…(for A)to～ 
 
・『この世界の片隅に』が他の映画と異なる点を
理解し、プロジェクトを始めることを想像して
書く。 
現在完了進行形 

  関係代名詞 
  S＋V＋O（＝疑問詞節） 
 
・コンビニエンスストアの歴史を理解し、よく行
くかどうか話す。 
S＋V＋O（that節） 

  助動詞＋受け身 
  関係代名詞What 
  過去完了形 
 

 
 
 
 
 
 
 

中間考査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
期末考査 

第 

３ 

学 

期 

Lesson8 Our Future with Artificial 
Intelligence 

   
 
 
 
Lesson9 Stop Microplastic Pollution 
  
 
 

・AIに対する人々の考えを理解し、AIが生活によ
い影響を与えるか話す。 
分詞構文 
関係副詞(Where,When) 

 関係副詞(Why,How) 
 
・海洋プラスチック汚染が広がる過程を理解し、
魚介類と汚染について話す。 
S＋V＋O(原形不定詞) 

   仮定法過去 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

学年末考査 

 

 



３ 評価の規準 

【知識・技能】 
  言語の働きや役割を理解し、コミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付けている。 
【思考・判断・表現】 

日常的な話題や社会問題について情報や考えなどを外国語で的確に理解したり、自分の意見や考えを表現したり
することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
  聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、自分の意見や考えなどを表現しようとしている。 

４ 評価方法 

学期ごとに、上記の評価の規準の３つの観点から、次の方法で評価します。 

・本文の内容について聞いたり読んだりしたことについて、定期考査において、その理解度を評価します。 

・語いの理解度を単語テストで評価し、文化に対する理解を定期考査で評価します。 

・コミュニケーション活動や発表を評価します。 

・授業態度、出席状況を評価します。また、ノートや提出物を点検し、評価します。 

また、各学期の評価を総括し、学年末の成績をＡ・Ｂ・Ｃで評価します 

５ 学習のアドバイス 

・家庭学習（予習と復習）を行い授業に臨みましょう。また、音読に積極的に取り組みましょう。 

・ノートをしっかりと見やすく作成して、復習に役立てましょう。 

・学んだ表現を使って話したり書いたりしてみる習慣を付けましょう。 

・学んだ単語や英文を何度も書いて、定着させましょう。 

 


